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南
方
熊
楠
著
、
杉
山
和
也
・
志
村
真
幸
・
岸
本
昌
也
・
伊
藤
慎
吾
編

『
熊
楠
と
猫
』

田
村
義
也

　
　
　
　

�

ネ
コ
が
人
の
心
を
そ
そ
る
と
こ
ろ
は
、
ま
さ
に
彼
女
が
人
間
と

深
い
関
係
を
結
ば
ず
、［
…
］
妥
協
の
な
い
独
立
心
を
保
っ
て

い
る
点
に
あ
る
（
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
『
人
イ
ヌ
に
あ

う
』）

　

南
方
熊
楠
の
猫
好
き
は
、
そ
の
読
者
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

古
く
は
、
最
初
期
の
熊
楠
評
伝
で
あ
る
中
山
太
郎
著
『
学
界
偉
人　

南
方

熊
楠
』（
一
九
四
三
年
）
が
、
ロ
ン
ド
ン
時
代
の
熊
楠
が
と
ぼ
し
い
食
事

を
ネ
コ
と
分
け
合
っ
て
い
た
と
い
う
本
多
光
太
郎
の
回
想
（
本
書
で
は

三
七
頁
に
紹
介
）
を
伝
え
て
い
る
。

　
　

�

南
方
君
は
非
常
に
猫
を
愛
し
て
い
て
［
…
］
猫
だ
け
は
手
放
さ
ず
飼

〔
書
評
〕

つ
て
ゐ
た
。
猫
に
食
物
を
遣
る
の
に
［
…
］
先
づ
君
が
口
中
に
入
れ

て
充
分
に
咀
嚼
し
、栄
養
の
含
ま
れ
て
居
る
汁
は
自
分
が
嚥
下
し
て
、

残
り
滓
だ
け
を
猫
に
与
へ
る
と
云
ふ
方
法
で
、
一
人
前
の
食
事
で
、

自
分
と
猫
と
二
人
分
の
間
に
合
せ
る
［
…
］

　

近
く
は
一
九
九
一
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
、
熊
楠
に
共
感
の
深
か
っ
た

水
木
し
げ
る
が
連
載
し
た
『
猫
楠　

南
方
熊
楠
の
生
涯
』（
創
作
だ
が
、

現
在
も
っ
と
も
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
熊
楠
評
伝
だ
ろ
う
）
で
は
、
人
語
を

解
す
る
猫
が
熊
楠
の
そ
ば
に
常
に
い
て
、
物
語
の
進
行
役
を
つ
と
め
て
い

る
。
熊
楠
が
猫
と
通
じ
合
っ
て
い
た
と
い
う
設
定
は
、
常
人
の
枠
組
み
を

逸
脱
し
た
「
超
人
」
と
い
う
熊
楠
像
と
な
じ
み
が
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

水
木
し
げ
る
が
熊
楠
を
描
い
た
漫
画
作
品
は
、
夙
く
一
九
七
三
年
の
「
快

傑
く
ま
く
す
」
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
こ
の
と
き
す
で
に
、
自
分
が
咀
嚼
し

た
あ
と
の
肉
を
猫
に
分
け
与
え
る
情
景
が
、
熊
楠
の
為
人
を
紹
介
す
る
逸

話
と
し
て
、
冒
頭
近
く
で
描
か
れ
て
い
た
。

　

熊
楠
は
そ
の
学
術
的
知
見
や
思
想
を
、
公
刊
す
る
文
章
で
は
な
く
私
信

書
簡
に
記
す
こ
と
が
多
か
っ
た
ひ
と
だ
が
、
学
術
的
な
論
述
の
中
で
、
も

の
の
喩
え
に
猫
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。
一
九
二
五
年

に
熊
楠
が
記
し
た
、「
履
歴
書
」
と
通
称
さ
れ
る
自
叙
伝
（
一
月
三
十
一

日
付
の
矢
吹
義
夫
宛
て
書
簡
）
に
よ
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
で
彼
が
英
誌
『
ネ
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イ
チ
ャ
ー
』
に
初
め
て
論
文
（「
東
洋
の
星
座
」T

he Constellations of 
the Far East, N

ature 1893.10. 5

）
を
投
稿
し
た
際
、
大
英
博
物
館
の

長
老
館
員
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
フ
ラ
ン
ク
ス
に
校
正
刷
を
見
て
も
ら
う
機
会

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
南
方
は
、
彼
の
未
熟
な
英
語
に
つ
い
て
フ
ラ
ン

ク
ス
か
ら
教
示
を
受
け
た
と
い
う
（
全
集
七
巻
一
四
頁
）。outline 

と 
sketch 

を
辞
書
で
は
シ
ノ
ニ
ム
と
し
て
い
る
が
、
使
い
方
が
違
う
（
は
っ

き
り
し
た
輪
郭 definite outline 
と
言
う
こ
と
は
出
来
る
が
、definite 

sketch 

と
は
言
わ
な
い
）
と
注
意
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
が
、
三
十
三
年

前
の
出
来
事
を
回
想
し
て
記
す
中
で
熊
楠
は
、
両
語
の
違
い
を
、
二
匹
の

猫
を
描
い
て
、
曖
昧
な
破
線
の
図
Ａ
と
明
瞭
な
輪
郭
線
の
図
Ｂ
と
に
よ
っ

て
図
示
し
て
い
る
（
本
書
一
九
頁
に
紹
介
）。

　

ま
た
、
比
較
的
新
し
く
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
資
料
と
し
て
は
、
高
野
山

真
言
宗
の
高
僧
土
宜
法
龍
へ
宛
て
た
書
簡
の
う
ち
、
二
〇
〇
四
年
に
栂
尾

山
高
山
寺
（
京
都
市
）
で
発
見
さ
れ
た
も
の
の
中
で
南
方
が
、
猫
の
顔
や

身
体
を
図
示
し
て
、
大
日
如
来
の
身
体
に
包
摂
さ
れ
る
世
界
の
あ
り
方
を

説
い
た
下
り
が
あ
る
（
一
九
〇
二
年
三
月
二
十
三
日
付
、『
高
山
寺
蔵　

南
方
熊
楠
書
簡
』
二
五
五
頁
、
本
書
六
二
頁
に
紹
介
）。
大
猫
の
な
か
に

中
猫
が
含
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
の
中
に
小
猫
が
い
る
と
い
う
入
れ
子
の
猫
図

は
、
研
究
者
の
間
で
「
猫
大
日
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
南
方
熊
楠
が
愛
し
た
動
物
の
第
一
は
猫
で
あ
り
、
彼
の

記
し
た
文
章
（
公
刊
論
考
お
よ
び
私
信
書
簡
）
の
中
で
、
猫
の
占
め
る
位

置
は
特
別
で
あ
る
。
本
書
は
、「
比
較
文
化
史
、
日
本
近
代
史
、
日
本
文
学
」

（
本
書
一
七
三
頁
「
お
わ
り
に
」）
と
、
複
数
の
専
攻
に
ま
た
が
る
四
人
の

研
究
者
（
編
者
と
し
て
冒
頭
に
お
名
前
を
挙
げ
た
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
、
南
方
熊
楠
と
猫
の
関
わ
り
を
探
求
し
た
資
料
集
お
よ
び
論
考
で

あ
る
。

　

こ
の
『
熊
楠
と
猫
』
は
、
南
方
熊
楠
顕
彰
館
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）
で

二
〇
一
五
年
に
行
わ
れ
た
同
題
の
企
画
展
の
た
め
の
調
査
を
基
礎
と
し
、

そ
の
際
の
展
示
内
容
を
軸
と
し
て
編
輯
さ
れ
た（「
お
わ
り
に
」）。同
館
は
、

熊
楠
の
唯
一
の
遺
族
だ
っ
た
令
嬢
南
方
文
枝
氏（
二
〇
〇
〇
年
没
）よ
り
、

南
方
邸
お
よ
び
熊
楠
の
遺
し
た
蔵
書
・
資
料
の
一
切
の
遺
贈
を
受
け
た
田

辺
市
が
、
旧
南
方
邸
北
隣
の
敷
地
に
二
〇
〇
六
年
に
設
立
し
た
も
の
で
、

南
方
熊
楠
の
自
筆
資
料
お
よ
び
関
連
資
料
・
文
献
多
数
を
所
蔵
す
る
機
関

で
あ
る
。
本
書
の
編
者
四
氏
は
、
ど
な
た
も
南
方
熊
楠
を
（
狭
義
の
）「
専

門
」
と
さ
れ
る
方
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
に
お
い
て
研
究
を
さ
れ

て
こ
ら
れ
、
業
績
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
方
々
が
、
南
方
熊
楠

を
テ
ー
マ
と
す
る
施
設
に
お
け
る
企
画
展
を
担
当
さ
れ
た
の
だ
が
、
実
は

南
方
熊
楠
顕
彰
館
の
運
営
に
助
力
を
し
て
い
る
外
部
の
協
力
研
究
者
（
本

稿
筆
者
も
そ
の
一
人
な
の
だ
が
）
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
ご
自
身
の
専

攻
が
あ
り
、
そ
の
う
え
で
南
方
熊
楠
「
に
も
」
取
り
組
ん
で
い
る
、
と
い
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う
関
わ
り
方
を
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
人
文
系
の
文
献
研
究
か
ら
野
外
で
の
生
物
採
集
ま
で
領
域
横

断
的
な
活
動
を
し
た
南
方
熊
楠
と
い
う
人
物
が
、
研
究
対
象
と
し
て
は
い

ま
だ
に
そ
の
位
置
づ
け
が
明
確
で
な
い
と
い
う
状
況
の
反
映
で
も
あ
る

が
、
同
時
に
南
方
熊
楠
と
い
う
多
面
的
な
学
者
・
思
想
家
へ
の
学
術
的
取

り
組
み
が
、必
然
的
に
学
際
的
な
も
の
と
な
る
と
い
う
意
味
で
も
あ
ろ
う
。

南
方
熊
楠
顕
彰
館
の
活
動
を
通
じ
て
、
基
礎
資
料
の
蒐
集
・
整
理
お
よ
び

読
解
・
分
析
を
進
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
南
方
熊
楠
像
を
再
構
成
す
る
と

い
う
問
題
意
識
を
、
同
館
の
協
力
研
究
者
は
共
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

南
方
熊
楠
顕
彰
館
発
足
か
ら
十
年
目
の
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
営
み
の
蓄
積

の
上
に
、
自
身
も
猫
を
愛
す
る
研
究
者
た
ち
が
、
そ
の
自
ら
の
猫
へ
の
愛

を
バ
ネ
と
し
て
、
南
方
熊
楠
と
猫
と
の
か
か
わ
り
の
全
体
像
を
把
握
し
よ

う
と
し
た
の
が
、
右
の
企
画
展
の
試
み
だ
っ
た
。
本
書
は
そ
う
し
た
、
熊

楠
の
自
筆
資
料
へ
の
強
い
関
心
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
故
に
、
敢
え

て
「
著
者
」
と
し
て
南
方
熊
楠
自
身
の
名
前
を
筆
頭
に
掲
げ
て
い
る
。
収

録
さ
れ
た
熊
楠
の
文
章
は
、
未
刊
書
簡
の
翻
刻
紹
介
や
全
集
未
収
録
の
雑

誌
論
考
を
ふ
く
み
、
編
者
ら
の
探
索
は
、
熊
楠
の
家
族
が
飼
い
犬
ポ
チ
と

と
も
に
撮
っ
た
写
真
（
本
書
二
〇
頁
）
や
、
熊
楠
生
前
の
庭
と
思
わ
れ
る

場
所
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
猫
の
写
真
（
八
八
頁
）
を
、
南
方
邸
資
料
の
な

か
か
ら
発
掘
す
る
ま
で
に
及
ん
で
い
る
。

　

本
書
に
は
、
相
当
数
に
お
よ
ぶ
南
方
熊
楠
自
筆
資
料
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
日
記
・
研
究
ノ
ー
ト
・
書
簡
と
い
っ
た
、
公
刊
目
的
で
は
な

い
文
書
類
の
中
に
、
熊
楠
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
猫
図
を
描
い
て
い
た
こ
と

自
体
が
興
味
深
い
が
、
南
方
邸
外
で
保
存
さ
れ
て
き
た
個
人
蔵
の
資
料
を

含
め
、
こ
れ
だ
け
の
熊
楠
自
筆
猫
図
を
数
え
上
げ
た
努
力
は
、
賞
賛
に
値

し
よ
う
。

　

早
く
は
一
八
八
九
年
（
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
）
の
手
書
き
回
覧
雑
誌
「
珍

事
評
論
」
か
ら
、
晩
年
の
一
九
三
一
年
六
月
七
日
付
岩
田
準
一
宛
て
書
簡

ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
南
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
描
い
た
猫
図
が

網
羅
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
時
代
を
回
想
し
た
「
ロ
ン

ド
ン
戯
画
」（
一
九
〇
三
年
二
月
一
〇
日
付
多
屋
高
宛
て
葉
書
、
本
書

三
三
頁
）
や
、
熊
楠
自
身
が
「
福
猫
」
と
呼
ん
だ
幸
運
の
猫
を
主
人
公
と

す
る
一
連
の
俳
画
（
一
九
二
五
年
一
月
の
三
通
の
小
畔
四
郎
宛
て
未
刊
書

簡
、
五
二
頁
以
降
）
な
ど
、
熊
楠
の
伝
記
研
究
上
も
興
味
深
く
、
ま
た
「
猫

度
」
の
高
さ
に
敏
感
な
読
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
猫
画
が
含
ま
れ
て

い
る
。
日
記
の
中
で
も
熊
楠
は
、
自
分
の
代
わ
り
に
妻
松
枝
に
添
い
寝
す

る
猫
の
姿
を
、
何
と
思
っ
た
か
描
き
と
め
て
い
た
り
す
る
の
で
あ
る

（
一
九
〇
七
年
三
月
一
三
日
、『
南
方
熊
楠
日
記
』
三
巻
九
六
頁
、
本
書

三
五
頁
）。

　

本
書
の
白
眉
は
、右
の
一
九
二
五
年
の
一
連
の
俳
画
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
、
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そ
の
背
景
を
歴
史
研
究
的
に
解
明
し
た
第
三
章
と
、
そ
れ
ら
を
含
む
熊
楠

の
猫
句
を
俳
諧
文
学
の
系
譜
の
中
で
検
討
し
た
第
四
章
で
あ
ろ
う
（
目
次

は
後
掲
）。
特
に
後
者
は
、
俳
人
と
し
て
の
熊
楠
を
論
じ
た
先
行
研
究
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
磯
辺
勝
『
巨
人
た
ち
の
俳
句
』
の
熊
楠
の
章
が
思

い
当
た
る
程
度
で
あ
る
）
中
、
貴
重
な
試
み
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
熊

楠
と
い
う
人
物
に
な
じ
み
の
薄
い
読
者
（
猫
へ
の
関
心
か
ら
本
書
を
手
に

取
る
方
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
）
の
た
め
に
、
南
方
熊
楠
そ
の
人
に
つ
い
て

の
紹
介
（
過
去
の
虚
伝
と
最
新
の
実
証
研
究
と
の
異
同
を
含
む
）
や
、
背

景
と
し
て
の
猫
の
民
俗
史
、
関
心
を
深
め
た
い
読
者
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ

イ
ド
、
ま
た
猫
に
焦
点
を
当
て
た
熊
楠
の
年
表
な
ど
、
配
慮
を
つ
く
し
た

構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

研
究
書
の
形
式
で
は
な
い
た
め
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
未
刊
既
刊
の
自
筆

資
料
（
熊
楠
の
日
記
や
書
簡
な
ど
）
が
、
ど
の
よ
う
に
参
照
出
来
る
の
か

な
ど
が
、
熊
楠
研
究
者
以
外
の
一
般
読
者
に
は
わ
か
り
に
く
い
憾
み
は
あ

る
が
、
一
次
資
料
を
探
索
し
て
い
く
研
究
者
的
情
熱
と
、
猫
へ
寄
せ
る
無

償
の
愛
情
と
の
交
錯
か
ら
産
ま
れ
た
本
書
は
、
南
方
熊
楠
研
究
の
最
前
線

か
ら
の
報
告
と
し
て
、
ま
た
一
風
変
わ
っ
た
角
度
か
ら
の
南
方
熊
楠
入
門

と
し
て
、独
自
の
存
在
感
を
持
つ
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。惜
し
む
ら
く
は
、

一
次
資
料
の
「
南
方
濃
度
」
が
高
く
、
熊
楠
に
な
じ
み
の
薄
い
読
者
に
は

取
り
付
き
に
く
い
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
き
ら
い
が
あ
る
が
、
あ
た
か
も

そ
の
点
を
埋
め
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
編
者
ら
は
積
極
的
に
「
南
方
熊

楠
と
猫
」
パ
ネ
ル
展
を
、
各
地
で
開
催
す
る
努
力
を
続
け
て
い
る
（
高
円

寺
・
二
〇
一
八
年
六
月
、
平
井
・
二
〇
一
八
年
八
月
、
山
梨
県
甲
斐
市
・

二
〇
一
八
年
十
二
月
〜
二
〇
一
九
年
一
月
）
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